
 

（３）発震機構 
2009年以降に台湾付近で発生した地震の発震機構分布、発震機構の圧力軸及び張力軸の分布を図３

－１に示す。また、図３－１の矩形内の地震の発震機構の型の分布、圧力軸及び張力軸の向きの分布
を図３－２に示す。 

北東部の沖合では北西－南東方向に張力軸を持つ正断層型が多く見られ、中東部沿岸から南東部沿
岸にかけては、北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型が多く見られる。今回の地震活動で発生した
M6.0以上の地震（図中で吹き出しを付けた地震）は、発震機構（CMT解）の圧力軸の向きがいずれも
北北西－南南東方向であり、これまでの地震の傾向と概ね調和的である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年９月 18 日 

15 時 44 分 M7.3 

2022 年９月 17 日 

22 時 41 分 M6.6 

2022 年９月 17 日 

23 時 45 分 M6.0 

M7.3 

M6.0 

M6.6 

図３－１ 発震機構分布図（左）、発震機構の圧力軸の分布図（中）及び張力軸の分布図（右） 
期間：2009年１月１日～2022年９月22日、深さ：０km～50km、Ｍ≧5.0、発震機構はCMT解による（震源の位置に
表示）。今回の地震活動のうちM6.0以上の地震に吹き出しを付加。 

横ずれ断層型 

図３－２ 図３－１の矩形内の地震の発震機構の型の分布図（左）、発震機構の圧力軸及び張力軸の向
きの分布図（右） 
発震機構の型の分布は逆断層型を赤色、正断層型を青色、横ずれ断層型を緑色で表示。発震機構の圧力軸及び
張力軸の分布は圧力軸を赤色、張力軸を青色で表示。吹き出しはM6.0以上の地震。今回の地震活動のうちM6.0
以上の地震に吹き出しを付加。 
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